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NASUSHIOBARA

（1）　令和７年６月発行 〔第45号〕那須塩原市商工会

第１６回通常総代会　開催
組織強化、人材育成により商工会力の再構築を図り

企業支援の強化・充実を目指す！

　令和７年度　第 16回通常総代会が、令和７年５月 26日（月）　午後５時　割烹
石山を会場として開催されました。
　総代会終了後には懇親会が盛大に催され、さらなる企業の繁栄と参加者全員の
ご多幸を祈念して閉会しました。



〔第45号〕 令和７年６月発行　（2）那須塩原市商工会

第
１
号
議
案

令
和
６
年
度
事
業
報
告
及
び

収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

○
総
括
的
概
要

　
我
が
国
経
済
は
、
2
0
2
3
年

5
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け

が
5
類
感
染
症
に
移
行
さ
れ
て
以

降
、
経
済
の
自
律
的
な
循
環
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
整
い
、
緩
や
か
な
回
復

基
調
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。
企
業

収
益
は
過
去
最
高
を
更
新
し
、
設

備
投
資
も
3
3
年
ぶ
り
に
1
0
4

兆
円
を
超
え
る
な
ど
、
企
業
部
門

は
全
体
と
し
て
好
調
さ
を
維
持
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
歴
史
的
な
人

手
不
足
感
の
高
ま
り
の
中
、
完
全

失
業
率
が
低
位
で
推
移
し
、

2
0
2
4
年
の
春
季
労
使
交
渉
で

の
賃
上
げ
率
が
3
3
年
ぶ
り
の
高

水
準
と
な
る
な
ど
、
労
働
需
給
は

引
き
締
ま
っ
た
状
態
が
続
い
て
い

ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
我
が
国
経

済
は
、
予
測
困
難
な
外
生
的
シ
ョッ

ク
を
含
め
様
々
な
逆
風
に
直
面
し

て
お
り
、
そ
の
回
復
力
は
弱
い
も

の
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
第

一
に
、
名
目
賃
金
や
所
得
の
伸
び

が
物
価
上
昇
に
追
い
つ
か
な
い
中

第
２
号
議
案

令
和
７
年
度
事
業
計
画(

案)

及
び
収
支
予
算(

案)

に
つ
い
て

○
事
業
方
針

　
我
が
国
経
済
は
、
1
9
9
1
年

以
来
3
3
年
ぶ
り
の
高
い
水
準
と

な
る
賃
上
げ
、
過
去
最
大
規
模
と

で
、
個
人
消
費
が
力
強
さ
を
欠
い

て
お
り
、
さ
ら
に
急
速
に
円
安
が

進
む
中
で
、
輸
入
物
価
を
通
じ
て

コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
型
の
物
価
上
昇

が
進
む
こ
と
へ
の
懸
念
が
、
消
費

者
マ
イ
ン
ド
を
委
縮
さ
せ
る
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
経
営
環
境

が
続
い
て
い
る
な
か
で
、
当
会
と

し
て
は
会
員
事
業
者
に
寄
り
添
う

形
で
の
伴
走
型
支
援
事
業
に
取
り

組
み
、
新
た
な
販
路
や
取
引
先
の

拡
大
、
そ
し
て
、
事
業
の
再
構
築

や
経
営
改
善
を
図
る
た
め
の
各
種

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
那
須
塩
原
市
商
工
会
で
は
、
経

営
改
善
普
及
事
業
の
一
環
と
し
て
、

地
域
の
会
員
事
業
所
に
対
し
定
期

的
な
巡
回
指
導
お
よ
び
個
別
指
導

を
行
い
、
各
事
業
所
が
抱
え
る
経

営
上
の
課
題
に
対
し
て
専
門
家
を

派
遣
す
る
こ
と
で
、
実
効
性
の
高

い
課
題
解
決
型
の
支
援
を
実
施
し

ま
し
た
。
ま
た
、
金
融
対
策
事
業

に
お
い
て
は
、
経
営
資
金
の
確
保

や
資
金
繰
り
の
安
定
を
目
的
に
、

各
種
公
的
制
度
融
資
の
活
用
を
促

進
す
る
た
め
の
個
別
支
援
を
行
い
、

事
業
所
の
経
営
基
盤
強
化
に
寄
与

し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
総
合
振
興
事
業
と
し

て
は
、
創
業
支
援
塾
お
よ
び
経
営

革
新
塾
の
開
催
を
通
じ
て
、
創
業

や
第
二
創
業
を
目
指
す
起
業
家
に

対
す
る
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供

と
実
践
的
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

商
業
振
興
事
業
で
は
、「
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
支
援
事
業
」
や
「
市

民
参
加
型
の
あ
お
ぞ
ら
市
」
を
開

催
し
、
地
域
商
業
の
活
性
化
と
新

た
な
販
路
開
拓
を
図
り
ま
し
た
。

工
業
振
興
事
業
に
お
い
て
は
、
時

代
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の

D
X
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

た
ほ
か
、
建
設
関
連
事
業
所
と
連

携
し
て
「
地
域
密
着
リ
フ
ォ
ー
ム

事
業
」
を
展
開
し
、
そ
の
一
環
と

し
て
市
民
向
け
の
「
リ
フ
ォ
ー
ム

相
談
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
地
域
需
要
の
掘
り
起

こ
し
と
地
元
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
機

会
の
創
出
を
支
援
し
ま
し
た
。

　
観
光
振
興
事
業
に
お
い
て
は
、

近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
A
I
ツ
ー

ル
で
あ
る
C
h
a
t
G
P
T
な
ど

を
活
用
し
た
「
S
N
S
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
観

光
事
業
者
の
情
報
発
信
力
の
強
化

と
集
客
力
の
向
上
を
目
指
し
ま
し

た
。
青
年
部
の
活
動
と
し
て
は
、

な
る
1
0
0
兆
円
を
超
え
る
設
備

投
資
、
過
去
最
高
を
記
録
し
た
企

業
収
益
な
ど
、
前
向
き
な
動
き
が

随
所
に
み
ら
れ
3
0
年
来
続
い
て

き
た
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
す
る
チ
ャ

ン
ス
が
到
来
し
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
国
は
総
合
経
済
対
策
と
し
て
、

こ
う
し
た
動
き
を
「
賃
上
げ
と
投

資
が
牽
引
す
る
成
長
型
経
済
」
へ

の
移
行
へ
と
確
実
な
も
の
と
す
る

こ
と
を
目
指
し
、
予
算
、
制
度
・

規
制
改
革
な
ど
あ
ら
ゆ
る
政
策
を

総
動
員
し
て
取
り
組
む
と
し
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
地
域
の
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
は
、
原
材
料
等
の
高

騰
に
よ
る
収
益
減
少
、
人
手
不
足
、

賃
上
げ
原
資
の
確
保
に
向
け
た
価

格
転
嫁
対
策
な
ど
厳
し
い
経
営
環

境
に
あ
る
。
更
に
事
業
承
継
や
Ｄ

Ｘ
、Ｇ
Ｘ
へ
の
対
応
に
加
え
制
度
改

正
等
に
よ
る
経
営
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
、
当
商
工
会
は
、

会
員
が
真
に
求
め
る
事
業
の
継
続
、

持
続
可
能
な
商
工
会
運
営
を
行
う

た
め
の
事
業
推
進
を
積
極
的
に
進

め
、
地
域
産
業
の
振
興
、
会
員
事

業
所
の
経
営
力
強
化
、
経
営
環
境

地
元
高
校
生
と
の
連
携
に
よ
る「
ま

ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、

地
域
の
将
来
を
担
う
若
者
た
ち
と

の
交
流
と
地
域
づ
く
り
へ
の
参
画

を
促
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
ビ
ジ
ネ

ス
フ
ェ
ア
2
0
2
5
」
や
花
火
大

会
の
開
催
な
ど
、
地
域
経
済
の
活

性
化
や
交
流
の
促
進
を
目
的
と
し

た
多
様
な
取
り
組
み
も
精
力
的
に

実
施
し
ま
し
た
。

　
加
え
て
、
女
性
部
に
お
い
て
は
、

女
性
な
ら
で
は
の
視
点
を
生
か
し

た「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」お
よ
び「
花

の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
事
業
」
と
し
て
、

那
須
塩
原
駅
前
や
塩
原
地
区
に
プ

ラ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
当

市
を
訪
れ
る
人
々
へ
の
温
か
な「
お

も
て
な
し
」
の
気
持
ち
を
込
め
た

景
観
づ
く
り
を
推
進
す
る
な
ど
、

地
域
全
体
の
魅
力
向
上
に
寄
与
す

る
幅
広
い
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。



（3）　令和７年６月発行 〔第45号〕那須塩原市商工会

令和７年度 重点事項

第
３
号
議
案

令
和
７
年
度
一
時
借
入
金
の

限
度
額
に
つ
い
て

　
一
時
的
な
歳
計
現
金
の
不
足
に

よ
り
、
運
営
に
支
障
を
来
す
場
合

に
、
３
千
万
円
を
限
度
と
し
て
資

金
の
借
入
を
し
ま
す
。

第
４
号
議
案

役
員
の
補
充
選
任
に
つ
い
て

　
理
事
　
高
根
沢
大
地
氏
の
青
年

部
部
長
退
任
に
伴
う
補
充
選
任
の

た
め
、
理
事
１
名
の
選
任
を
審
議

し
、
新
青
年
部
長
、
横
山
聡
志
氏

が
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

組織強化、人材育成により商工会力の再構築を図り、企
業支援の強化・充実を目指す。

１．企業支援の強化・充実
　⑴　経営発達支援事業等の推進
　　・経営計画策定支援、実行支援の実施
　　・需要開拓、販路開拓事業の推進
　　・持続化補助金、事業再構築補助金、経営革新計画

策定等の推進
　　・他の支援機関との連携による経営支援の推進
　　・価格転嫁対策支援の実施
　　・事業承継支援の実施
　　・起業、創業支援の実施

　⑵　会員向けデジタルサービスの推進によるＤＸ支援
　　・金融サービスと情報技術を結びつけた記帳自計化

の推進
　　・ホームページ作成サービス「グーペ」等の活用推

進

　⑶　中小企業・小規模事業者のリスクマネジメント
　　・事業継続力強化計画策定支援の実施
　　・経営者等のリスクファイナンスとしての共済制度

の普及・推進

２．商工会の組織強化
　⑴　会員増強運動の実施
　⑵　商工会運営適正化の徹底
　⑶　支援力強化に向けた他の支援機関との連携
　⑷　会員企業への巡回支援の徹底
　⑸　ＡＩ等を活用した事務の合理化の推進
　⑹　青年部・女性部の育成強化

３．人材育成の強化・充実
　⑴　職員の公的資格取得支援及び能力強化の実施
　⑵　職員の人材育成、適性評価のための人事評価の試
行

４．中小企業・小規模事業者の経営環境整備に向けた要
望活動等の実施
　⑴　小規模事業者対策に関する各種要望活動の実施
　⑵　小規模事業者の負担軽減に関する各種要望の実施

の
変
化
に
対
応
し
た
各
種
事
業
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

本
年
度
は
令
和
６
年
度
に
策
定
し
、

令
和
７
年
度
よ
り
実
施
と
な
り
ま

し
た
経
営
発
達
支
援
計
画
（
５
カ

年
計
画
）
の
初
年
度
と
な
る
事
か

ら
、
実
施
に
向
け
た
計
画
策
定
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
商
工
会
の
課
題
と
目

指
す
べ
き
姿
を
と
ら
え
、
会
員
企

業
の
持
続
的
発
展
と
地
域
経
済
活

性
化
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、
地
域

経
済
団
体
と
し
て
の
責
務
を
全
う

で
き
る
よ
う
計
画
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
本
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
会

員
の
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
、
ご

支
持
を
い
た
だ
け
る
商
工
会
と
な

る
よ
う
、
国
・
県
・
那
須
塩
原
市

を
は
じ
め
、
各
関
係
機
関
と
の
連

携
の
も
と
、
各
種
事
業
の
取
組
み

に
務
め
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
引
き
続
き
ご
支
援
・

ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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黒磯支部事業計画東那須野支部事業計画

鍋掛支部事業計画高林支部事業計画

　鍋掛支部では、５月９日（土）に出席者２９名、
委任出席７２名、合計１０１名の出席により総
会を開催致しました。令和７年度の事業計画と
いたしましては、例年同様に支部視察研修、な
べかけまつり協賛事業をメインの事業とし、役
員会等の開催も含めた計画を承認頂きました。
総会終了後は盛大に懇親会も開催致しました。
大変お忙しい中、総会・懇親会共に印南雄彦副
会長にも出席頂きまして大変ありがとうござい
ました。
　結びに、鍋掛支部の運営に、今後とも皆様か
らのご支援ご協力賜ります様お願い申し上げま
す。

　　　　　　　　　　　　支部長　川崎　　誠

　４月２５日（金）午後３時より高林公民館に
て通常総会を開催し、令和６年度事業報告及び
会計報告、令和７年度事業計画など全ての議事
が可決承認され滞りなく終令いたしました。
　その後、場所を変え懇親会を行いました。
　今後とも高林地区の地域発展と会員事業所が
安心して活動の出来る支部にして意向と考えて
おります。

高林支部事業　令和７年度
　① 高林児童公園清掃 ６月２３日（日）
　② 高林大演芸大会（納涼祭） ８月２４日（日）
　③ 三地区合同研修会
　④ 消費者還元スポーツ大会 １０月１３日
　⑤ 笠間稲荷神社初詣 １月２５日（日）

　　　　　　　　　　　　支部長　星　　　光

　令和７年度黒磯支部通常総会を、５月２３日
に榊原会館に於いて開催しました。全議案が承
認され、本年度事業が本格的に動き出しました。
　昨年度の主な事業としては、４月はさくらま
つり事業イベントとして黒磯中学校と黒磯高校
による吹奏楽の演奏会を開催しました。７月～
８月には盆踊り大会の協力、１０月には商工会
長杯チャリティーゴルフ大会を主幹開催し、１
月は那須塩原市長や商工会長などご来賓をお迎
えして盛大に新年会を開催しました。さらに１
月１９日には新春恒例の黒磯初市を開催して縁
起物などの露店や、ステージイベントを行いま
した。３月は東京方面へ会員の親睦を兼ねた視
察研修会を実施しました。
　本年度も、昨年に引き続き、活発な事業を実
施していきますので、皆様のご支援ご協力をよ
ろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　支部長　平川　琢已

　東那須野支部では３月１６日に東那須野地区
ふれあい推進協議会と共催でみね山花まつりを
東那須野公園で実施いたしました。雨予報で
あったこともあり、イベント内容も変更をしな
がらの実施でしたが、多くの方の来場もあり成
功に収めることができました。
　５月９日には令和７年度通常総会を実施致し
ました。昨年度の活動を振り返るとともに、来
賓の皆様、会員への感謝をお伝えし、東那須野
地区の地域団体とも連携し、地域活性化を目指
して活動していくことをお約束させて頂きまし
た。
　本年度も変わり続ける東那須野地区を、支部
としても会員の皆様と共に学び、活動すること
で地域の支えとなる取り組みを行ってまいりま
す。

　　　　　　　　　　　　支部長　人見　茂雄
、
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塩原支部事業計画箒根支部事業計画

青　　年　　部女　　性　　部

　この度、四月末の総会におきまして新部長に
選任されました、横山です。
　昨年度は那須野ふるさと花火大会実行委員長
として、夏の夜空に６年振りの大輪の華を咲か
せることが出来、ご協力いただきました皆々様、
改めまして感謝申し上げます。
　今年度は青年部として、高根沢大地前部長が、
栃木県青年部連合会の会長に、そして、ホスト
県として主張発表関東大会が栃木県にて開催さ
れます。
　又、フレンドリースマイルカップや、後継者
育成セミナー等、若い世代を盛り上げる事業は
もちろん、各支部への協力体制を万全にし、那
須塩原市を、栃木県を盛り上げて行く所存です。
　本年も様々な分野で活躍、尽力していきたい
と考えておりますので、何卒よろしくお願い申
し上げます。

　　　　　　　　　　　　　部長　横山　聡志

　部長を仰せつかり一年、心温まるご支援やご
協力に深く感謝申し上げます。
　本年度の女性部メイン活動として駅前の花
いっぱい運動を引き続き実施します。今年はプ
ランターを３台から６台に増設しより一層華や
かな風景を作り出す事で地域の魅力を高めたい
です。
　伝統行事である盆踊り大会では、踊り手とし
て積極的に参加し、地域の皆さんとの交流を深
めたいと思っています。
　１０月には茨城方面に視察研修を予定してい
て新しい視点を得る事で今後の活動の質を向上
させていきたいと考えています。
　引き続き、皆様のご協力を賜りますようお願
い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　部長　榊原　博子

　塩原支部では５月１４日（水）に支部総会を
行いました。
　人見会長、長岡事務局長、那須塩原市役所　
君島塩原支所長にもご臨席を賜り、昨年度の事
業および会計報告、ならびに今年度の事業計画
案および予算案が承認されました。
　本年度支部事業につきましては、研修・視察
等の実施に加えて、那須町商工会那須高原支部
との交流、高林支部・箒根支部との三支部合同
研修を行ってまいります。また塩原支部地域を
盛り上げていく施策について、役員の方々とと
もに議論・検討を行ってまいりますので、会員
皆様のご支援ご協力を、どうぞよろしくお願い
致します。

　　　　　　　　　　　　支部長　塩田　和正

　箒根支部では、令和７年５月８日（木）アグ
リパル塩原研修室にて、支部通常総会を開催し、
令和７年度事業計画が下記の通り承認されまし
た。
　さる５月２５日、アグリパルさなぶり祭りに
参加しました。大盛況でした。
令和７年度事業計画
○地域振興事業への参加　８月夏の人時祭り
○研修会（視察研修含む）事業実施
○福利厚生、親睦事業　６月親睦ゴルフ大会
　　　　　　　　１２月親睦ボーリング大会
○各支部との交流　３地区合同研修会
○那須塩原市商工会事業への参加
○那須塩原市商工会塩原支所事業への支援
○那須塩原市商工会塩原支所事業への参加
○塩原温泉ビジターセンター関係事業への参加
○各町つくり協議会、商店会事業との連携
　以上のような事業計画で、役員一同で頑張っ
ていきますのでよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　支部長　室井　富男
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フレッシュマンセミナー
　那須塩原市商工会では、地域企業の持続的な成長と発展のためには、次世代を担う人材の育成が不可欠

であると考えております。その一環として、今春に入社された新入社員や、入社間もない若手社員を対象

とした新入社員教育講座として｢フレッシュマンセミナー｣を開催いたしました。

　本年の「フレッシュマンセミナー」は、4月 9日（水）に那須町文化センターを会場に実施いたしました。

セミナーでは、ビジネスマナーをはじめ、電話応対、敬語の使い方、立ち居振る舞いなど、社会人として

の基礎を学んでいただく内容となっており、多くの皆様

にご参加いただきました。

　参加者の皆様からもご好評をいただき、充実した学び

の場となりましたことを、お世話になりました講師はじ

め関係者の皆様に心より御礼申し上げます。

　来年の「フレッシュマンセミナー」も、より多くの皆様

にご参加いただけますよう、心よりお待ちしております。

まちづくりセミナー

黒磯さくらまつり
　３月下旬から４月中旬にかけて、毎年恒例となりました「黒磯さくらまつり」が黒磯公園で開催されま

した。当初は３月 28 日㈮から４月６日㈰の予定でしたが、桜の開花状況に合わせ、４月 13 日㈰まで期

間を延長しての開催となりました。開催期間中は露店の出店の他、夕方から夜にかけてはボンボリの点灯

と桜のライトアップが実施され、たくさんの方がお花見に訪れました。

　４月６日㈰には、商工会黒磯支部の協力のもと、黒磯

中学校吹奏楽部の皆さんによる屋外演奏会が行われ、お

花見に訪れていた方々が演奏を楽しまれていました。ま

た、当日は同会場にて、那須らーめん「四代目がんこラ

ーメン」の販売も行われました。

　そのほか４月５日～ 20 日にかけては、那須塩原市文

化協会による春の芸術祭（書道・茶道・日本舞踊・囲碁

大会など）が、いきいきふれあいセンター他で開催され、

本年も桜の季節は大いに盛り上がりました。

　地元を離れる若者たちが、いつかふるさとに戻り、まちの未

来を担う存在となってほしい─そんな願いを込めた熱い一日。

去る令和７年３月15日、「まちづくりセミナー」を開催しました。

渡辺美知太郎市長、山形市議会議長、ONSENRYOKAN 山喜・

山口社長を迎え、黒磯高校・黒磯南高校の生徒約 20 名と青年

部員が参加。講義やディスカッションを通じ、「自分にもできる

ことがある」と気づく瞬間が次々と生まれました。地域の未来

を思う若者たちの心に、確かな情熱の火が灯りました！

　　　　　　　　　　　　　　　　青年部副部長　大野　雄基



（7）　令和７年６月発行 〔第45号〕那須塩原市商工会

（令和６年１０月１日～令和７年４月３0日） 合計　21企業

新規加入会員のご紹介

★卸・小売業

★建設業

とりせん上厚崎店 前原　宏之 上厚崎219-2 小売業

㈱こすもす 武島えりさ 埼玉354-1 食品卸・小売業

Corofin 益子　慎治
本郷町3-14　パラダイス
ビル3F　EN-KAKU内 グッズ企画制作販売

★飲食業

★サービス業

呑み食堂なべや 渡邉　良太 高砂町1-19　高砂
テナント東　2号室 飲食業

社会福祉法人　和康会　友里かご
保育園 佐藤　　工 豊浦12-209 保育業

Esthet i c  Sa lon   C . 櫻井千緒利 高砂町6-28 美容業

宮沢　紀子 寺子2293-212 コンサルティングサービス業

湯川企画 湯川　智彦 島方540-15 IT顧問コンサルティング業

民泊きまぐれ　医食同源 小原千代美 中塩原2080-1 宿泊業

望月敬太税理士事務所 望月　敬太 東小屋76-32 税理士業

マルヨシ自動車㈱ 辻澤　良太 豊住町80-25 自動車販売整備業

ACS 荒井　晶之 戸田129-51 ハウスコーティング、クリー
ニング、リフォーム

MAISON ROKA 石川　陽久 高砂町4-13 美容業

㈱フィンステック 加藤　善久 鹿野崎112-11 サービス業

コテージ翠 牧野　美恵 細竹9－264 宿泊業

スタートライン 松下　仁美 豊住町79-43 学習塾、ロボットプログラミ
ング教室

合同会社coe 大野　友裕
大原間143-7　サンラ
イズマンション105 美容業

インテリアダイワ 菊地　寛行 東原3-134 内装業

合同会社勇志工業 唐川　勇也 上厚崎386-12 建設業

柏原　淳治 塩原2489 大工業

㈱UZU 松本　麻実 豊浦中町100-50　レ
ジデンス岡野103号 建設・建築業

女性部員大募集！！
　私達女性部では、地域をより魅力的にする為の活動を行っています。
　女性ならではの視点を活かし駅前に華やかなお花を植えることで地域の景観を美しく彩りま
す。さらに、盆踊り大会では踊り手を募集しています。先導役として地域の皆さんと一緒に地
域活性化を目指しませんか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部長　榊原　博子
　　　　お気軽に問い合わせ下さい。
　　　　那須塩原市商工会（本所）　TEL.６２－０３７３　担当：安納・田中
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チャレンジショップ支援事業費補助金について
　市内で空き店舗・空き家を活用して開始する事業及び新規創業・二次創業に係る開業のため
の設備投資を補助金で支援致します。

【事業目的】
　市内で空き店舗・空き家を活用して開始する事業及び新規創業・二次創業に係る開業のため
の設備投資を支援することで、事業者の経営の安定化を図り、地域経済の活性化に資するこ
とを目的とする。
　※中小企業者であり那須塩原市内で空き店舗・空き家を活用して事業を開始する方及び新規
創業・二次創業する方が対象です。

【補助対象】
　・空き店舗・空き家活用事業者
　・創業・二次創業者

【補助対象経費】
　　店舗の改修工事費 (建物付帯設備工事を含む )及び備品購入費等

補　助　対　象 地　域 上 限 額補助率

空き店舗・空き家活用事業者

創業・二次創業者

※特定地域内

１／２

２０万以内
３０万以内
２０万以内
３０万以内
４０万以内
６０万以内

※特定地域内

※特定地域内
空き店舗・空き家活用事業者
かつ創業・二次創業者

※那須塩原市立地適正化計画内で規定する都市機能誘導区域のこと

詳しい要件については那須塩原市商工会までお問い合わせください。
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那須塩原市商工会事務局紹介
私たちが、皆様の経営支援を行います。よろしくお願いいたします。

令和7年4月1日付

県北産業技術専門校「在職者訓練」の開催

本　所
住所：那須塩原市末広町 64-27
E-mail：nasushiobara_net@shokokai-tochigi.or.jp
電話：0287-62-0373
FAX：0287-63-9451

塩原支所
住所：那須塩原市塩原 675-9
E-mail：nasushiobara_net@shokokai-tochigi.or.jp
電話：0287-32-3767
FAX：0287-32-2509

本　　所
事務局長・塩原支
所長
長岡　好美
大田原法人会黒磯
支部

主　　査　
桑原　信彦
鍋掛支部、工業部
会

主　　事
坂巻　良憲
記帳機械化システ
ムによる税務指
導、黒磯支部

主　　事
奈良　勝史
記帳機械化システ
ムによる税務指
導、那須塩原市ス
タンプ会

主　　査
小沼　義弘
黒磯支部

主　　任
安納　千景
記帳機械化システ
ムによる税務指
導、女性部、高林
支部

主　　事
小田林　聖大
記帳機械化システ
ムによる税務指
導、青年部、青色
申告会

課　　長
藤田　修
商業部会

主　　任
髙根澤　和希
東那須野支部

主　　事
田中　理子
総括経理、女性部、
那須塩原市スタン
プ会

臨時職員
髙木　睦
事務

主　　事
平山　誠
記帳機械化システム
による税務指導、塩
原青色申告会、大田
原法人会塩原支部

主　　査
君島　学
塩原支部、箒根支
部、観光部会

職員往来
　事務局職員人事に異動がありまし
たのでご紹介します。

◆転入（令和７年 4月 1日付）
　よろしくお願いいたします。
　　市貝町商工会より転入
　　事務局長　長岡　好美

◆転出（令和７年 4月 1日付）
　お世話になりました。
　　栃木県商工会連合会へ転出
　　主　　任　戸﨑　　亮
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-it.ac.jp 

 講座名 定員 実施期間 受講料 

1 WordPress によるホームページの作り方入門１ 10 ６月２５日～６月２７日 3,580 円 

2 情報セキュリティ基礎 10 ６月２６日～６月２７日 3,580 円 

3 ガス溶接技能講習 1 20 ７月 ８日～７月 ９日 5,040 円 

4 第二種電気工事士技能試験準備講習１ 15 ７月 ９日～７月１１日 5,040 円 
5 ２次元機械 CAD 基礎 10 ７月３０日～８月 １日 3,580 円 
6 第一種電気工事士筆記試験準備講習 10 ９月１０日～９月１２日 3,580 円 

7 研削といし取替え業務特別教育(自由･機械研削)２ 10 ９月１１日～９月１２日 3,580 円 

8 ３次元機械 CAD 基礎 10 ９月２９日～１０月１日 3,580 円 

9 WordPress によるホームページの作り方入門 2 10 ９月２９日～１０月１日 3,580 円 

・講習時間については、当校までお問い合わせください。 
・１と９は同じ内容です。 
申込み・お問い合わせ先
栃木県立県北産業技術専門校

〒３２５－０００１　那須町髙久甲５２２６－２４
TEL　０２８７－６４－４０００
URL　https://www.tochigi-it.ac.jp/kenhoku/

県北校HPコード
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第108回　那須塩原市盆踊り大会
くろいそ盆踊り参加団体大募集！！

○申込方法：参加申込書を 8月 4日㈪までにご提出下さい
　①１団体につき５名以上でお申し込みください。（参加無料）
　②子供団体の部（９日）は、19 歳未満の方が参加人数の半数以上、及び①の条件を
満たした団体が審査（賞金･賞品）の対象となります。それ以外の団体申込みも可能
ですが、審査の対象外となる一般団体として受け付けます。なお、19 歳未満の方の
みでも一般団体の部（10日）に参加することが可能です（２日間の参加大歓迎！）。
一般団体の部（10日）も豪華賞品をご用意しています。条件を満たしたすべての参
加団体に賞品等をご用意しています。

　③一般団体の部（10日）は、年齢制限がなくどなたでも参加できます。①の条件を満
たした団体が審査の対象となります。

○個人でも参加できます！（個人参加の場合、事前申込みの必要はありません）
　ご来場の皆様が自由に盆踊りを楽しめるよう、踊りの輪の中に個人参加スペースを設
けており、先導役の「踊り隊」に続いて一緒に踊
れます。団体表彰は対象外となりますが、すべて
の個人参加者が審査の対象となる「個人賞」を用
意して おりますので、団体（５名以上）での参
加が難しい方も是非ご参加ください。

○未経験でも安心！事前練習会を開催します！
　経験者も未経験者も大歓迎！盆踊り大会をより
一層お楽しみいただけるように「事前練習会」を
全３回実施致します。ご都合の良い日程でご参加
ください。
事前練習会【日程】　第１回 ７月 28日㈪

　第２回 ８月１日㈮
　第３回 ８月６日㈬

【時間】　18：30～ 19：30
【会場】　那須塩原市商工会館 ２階

申込み・問い合わせ先
那須塩原市盆踊り大会実行委員会
（那須塩原市商工会内）
TEL:0287-62-0373　FAX:0287-63-9451

　
編
集
後
記

　
新
緑
が
ま
ぶ
し
く
、
木
々
の
葉
音

に
初
夏
の
風
が
通
り
抜
け
る
心
地
よ

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
日
差
し
も

次
第
に
強
ま
り
、
冷
た
い
飲
み
物
が

恋
し
く
な
る
よ
う
な
日
も
増
え
て
き

ま
し
た
。
ま
も
な
く
訪
れ
る
夏
に
向

け
て
、
自
然
の
移
ろ
い
を
肌
で
感
じ

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
今
年
の
夏
も
、
地
域
で
の
催
し
や

行
事
も
盛
大
に
行
わ
れ
る
予
定
と
聞

い
て
い
ま
す
。
暑
さ
対
策
を
し
っ
か

り
行
い
な
が
ら
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て

安
心
し
て
参
加
で
き
る
、
楽
し
い
時

間
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。
新
し
い
季
節
に
合
わ
せ
て
気
持

ち
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、
い
つ
も
と

は
少
し
違
う
挑
戦
を
し
て
み
る
の
も

素
敵
で
す
ね
。

　
気
温
や
湿
度
が
上
が
る
と
、
体
調

も
崩
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
無
理
を
な
さ
ら
ず
、
く
れ
ぐ
れ

も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
こ
の
会
報

が
、
皆
さ
ま
の
日
々
の
中
で
ほ
っ
と

一
息
つ
け
る
読
み
物
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。
次
号
も
引
き
続
き
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　  

会
報
委
員
　
横
山
　
聡
志


